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l m竺年上半期φ地欄竺竺ス.(1) 
ワークショップ

地域研究ス凶jッツの継承 ：石井米雄を語る

2014年3.Fl8目、地域研の f石井米雄コレクションj

をー都公開するワークショップが開催されました。京都

大学稲鐙財閥記念館の大会議室で4人の報告者による発

表と討諭、1階ピロティと 3階小会議室にて、旅券、7ィー

ルド／』ト、映像資事事を展示する「特別企画：遺品の展

示と写真でみる石井米雄先生jを実絡しました。80名の

容集者がありました。

f石井米雄コレクションJ とは、 H憾5年昔、ら 25 ~関東

南アジア研究センターに在籍し、東南アジ7史、 上.!!If仏

教研究で知られる石井米雄・京都大学名誉教授 （1929-

2010）の蔵書 （歓 ・和文各約4.仮泊点、タイ締約ZαJO点

を含む東高アジア務結文献）約 12,000点、映像写真資料、

議義ノート、著作を準備したカード、 生涯の旅券会冊、

辞令、顕彰された賞状や勲章、座右銘、日誌、普段使い

の手帳を含む資終群を摘します。

生前に蔵舎を軍事｜鰭したいとの意向を受けたのは笈）（）2年

3月初日でした。最初に蔵書約B，αJO点が！日私宅 （伊東

市宇佐美）から地域研に届いたのが2009年2月26目。

逝委される1年前のことです。その後ご遺族により直前

まで使われていた書斎、神岡外2重大学、別宅に残った曾

鰭キ遺品が2011~ 3月に寄贈されました。

2009年昔、ら泡域研は厳舎の曾主主情報の迎及入力、目録

のデータベース化、写真画像資斜の情報化とロンテンツ

のシソーラス化に着手、バーチャル鴎轡館と凋覧ナピゲー

タの開発を進めτいます。2010年度から地減研に発足し

た「地被情報学プロジェクトJ（代表・柳樽雅之）の1プ

ロジェクトとしても組み入れ、資事事のS監理と分析を巡め

てきました。

本コレクションは研究者の知的営みを浮き彫りにする

宝庫でもあります。発表で柴山守 ｛地域研）が示したよ

うに、著作物のキーワード検索とシソーラスは地域研究

のま題とともに分析方法の変還を映しています。それに

1 I Jl{!lll,l:,;,Ji!/ilit…ω ーニ

多様なジャンJレに跨がる蔵書群と1重ねれば、地域研究を

めぐる知の技法がみえてきます．また、旅券会栂は、地

峨研究者・石井氏の活動の時系列展開をみる奉礎資斜で

す。「符別企画Jで星川iE介 （地域研、現・富山県立大学）

による渡航の分祈結来が掲示されました．これに職業変

還を示す辞令、発表された著作物を重ねると知的生産の

過程が獄われます。さらに、書くという作業には日誌と

いう私的な記録から講義という、伝えるための栴成法が

みえます．ここに顕彰という人生のイベントも付帯しま

す。

ワークショップでは、 1皇官説明に量産き4本の発表が行

われました。 ~悶勇文民 ｛上智大学｝ の「上智大学の石

井先生jでは、京大退官後の1990年度から96年度までの、

関西では知られない石井氏の教育緩伽嚇介されました。

柴山 fデータでみる石井米雄先生：くひと〉とく研究＞J
I主、著作リストから50年間の研究テーマの変還をたどり、

パーチャル関望書館とキーワード閲覧ソフトを紹介し、日

誌の分析から石井の日常での紫飯にも迫りました．伊東

利勝氏 （愛知大学｝の「千年王国運動と地域研究Jでは、

石井氏の上!M仏教閣の千年玉困逮動員量を発展させてネイ

ションや地域に翻収きれないE量殺逮動研究のあり方が鎗

じられました。林「fパイドロス』と地域研究Jは、厳舎

の経緯、遣された言業から人を介して言語と地域世界に

迫ろうとした地域研究者の姿を示しました。討首では石

井氏の多様な局面について議事量が沸鵬、その熱気は懇親

会へと続きました。参集者にはヨレクションパンフレッ

トと写真や著作目録等を収めた DVDを配布しています．

ご遺族をふくむ参加者、準備から当日の運営に尽力して

いただいた地域研支緩室、教員・関係者に心よりの謝意

を表したいと思います。

（称行夫）



I 2014年上半期の地欄ニュース（2)

「災害対応の地域研究」シリーズの刊行開始

民書は日常生括的藍畏上の出来事です。私たちの祉会は潜在曲に樟キ在韓題を瞳えていますc 挺書は、物を壇し

鞍序を乱すことでそれらの盟置を人身即日の繭に露わにし社書で量もl暗い部骨に最も大きな瞳書をもたらします司

埴れたものを宜し事失われたもののre用品を与えて韓民前に戻そうとすればも韓民前の龍盟も未解棋の杭躍に麗す

ことになりますーもとに戻すのでは在くも横車を契機によりよい世会を作り出す富J造的な祖興でなければな lりませんー

』j[蓄の現場は様々な専門家が集まる協f闘の場でもあります。その揖舎をラlまく捉えて書j量的な檀興に取り組むにはー

融民前からの課題を熟知する地境研究町祖点時町可主です。皆並みや壷輩、住居在どの寵興は目に見えやすし車属

鹿を較で量えやすいのt：：対し、 一人ー人の暮らしや心理面を青む置興は自に見え仁〈ι控えにくいも叩です昏j足い

を通巴てλと人同曹がるには‘目に見えに〈〈盤えにくい一人一人の曹興の様子を読み癖〈力が求められます喧

挺害対応は一時的専門車に桂せるだけでは車結しません。協働町輸の曳けた都'.fl--を事ぐのは、社舎の1それぞれの

立揖でそれぞれの専門や関心を持つ私たち一人一人ですq 民害対応町現揖で何均E起こっているかを畑札それをど

う畢えるかを考える手がかり1を示すことで協働'Ir;t tJ豊かになることを期待して‘「斑害対応の地域研措」 シリー

ズを刊行しましたq

日本社会は今躍有車日本大翼民E原発事故からの世興に加え盲 t也町民害や韓争を古む過去の出来事をどう聾えて

どう臨むのかを古地、何重もの「寵興」に取り組むことになりますーしかも、その視興は日本枇舎のなかだけで考

えて昔ませるこ左はできません。スマトラ（アチェ）とインドネシアを載った畢 1巻、第2者に韓き、対象をアジ

アにひろげた鮪3巷 『圃障協力と防民』（牲紀男・山本開立遍L世界全体仁ひろげた第4巷 f歴史としてのレジり

エンス』（HT喜田瞳子・西芳宰遍）、そして日本，：：.：！；！って考える鏑5巷『寵現の曲面を読み替える』｛清水墨・木材

周平面）の刊有準爾も遡んでいますq

露 1香山本情之 『僅ftD.>立化空間字：ピッタデータと人道支彊由時f咽

スマトラ島神地盤町樟睦キジャワ地震を冊に‘新聞・インターネットから現地で回見聞まで古む幅広い情報を地

岨研究者が分析し‘時に防虫rや人道支撞の専門華と協力し告がち地域的帝を読み解いていきます， w.害に~い祉告

を構聾する位は4農民桂だけに留まらない時空間的に広い祖野が直彊ですー記官と物語、合意器庫をキーワードに、

スマトラから岡本社会のあり方を考えますー

第E巷西芳実『誕膏復興で内粧を乗り越える：；スマトラ島沖地置 E 膏連とアチエ輯争』

約四百人町命が失われたスマトラ島沖地震 ・

樟睦（インド拝者瞳）から 10年事未曽有の自問

j証書と 30年K且ぷ向車という2つの『民厄」か

ちの寵興に取り組んできた人々の記晶見書が

なぜ内載を耕輔させn 内輯下の祉舎のん亀裂の棒

iiはどのように取りl唖まれてきたのでしょうかー

園鷹人道支援町「事臨場」 t在ヮたアチェで‘

住まい‘弔いも学椅7主龍‘博物曲、暁画なEの

多様者間面か色、人キが見書に向き告い、乗り

越えようとする営みを読み癖きます，

｛山本樟之j
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｜ 地域情報学の最前線 ＼＼：ァ ［ 
地紙研の地縁情報学ブロジ工クトと首都大学東京の渡遁実穂研究室では、デ－:$1ベースの可視化プロジェクトを共同で

進めています。乙れにより、データベースの内容を視覚的に分かりゃすく提示することが可後となりました．乙乙では、

最新の成果の一緒を紹介いたします．

aarアチヱ津波アーカイブJhttp:// acet、.mapping.jp/
fアチェ津波アーカイプ」は、デジタル地球儀 f偽ogleE町出Jを使った、インド洋大津畿の多元的デジヲルアーカイ

プズです。 ユーザは、ズームイン ・ アウトやパン操作を用いて、デジタル地主主儀上に再現されたパンダアチェの~を飛ぴ

回りながら、すべての資斜をー覚することができます。

証言資事ヰは量買アイロンで示されており、クリックするとパルーン内にインドネシア言語・日本語併記で抄録が表示されま

す。 さらにバルーンから、~言の元データにリンクされています。 また、写真資料は空中のアイコンで示されており 、 ク

リックするとフォ トオーバレイ、あるいはバルーンとして表示されます。

さらに額面左上のタイムスライダーを録作することによって、

時~列に沿った絞り込み表示が可能です。 Google Earthには過

去の術墨画像も収録されているので、津＆lit後の変化、そして衡

が復興していくようすを、時空を趣えて体感することができま

す．

佼怪情報に基づいて、アーカイプの資料を日Pboneのカメラ

ピューに重ねて表示するARアプリも公開準備中です。パンダア

チェでは、被災後10年近くが経過し、過去の彼寄のようすを想

像することは、難しい状況にあります。このARアプリの目的は、

現在の風景に過去の資料を重ねあわせることによって、敏災状況

を実感を持って伝えることです。

地犠研担当 ：山本博之・商芳，E
省都大担当 ：i壇遁笑軍事 （准教授、地域研・客員准教授｝、荒木佑介・

菊本有紀・障問信伍 ｛博士前期課程2年）、佐久間売介 ｛学穆4年）

aarフィールドノート・マッピングjhttp://fieldnote.mapping.jp/ 
f7ィールドノートマッピングjは、高谷好ー氏によって収集きれたフィールドノートの記録を、白ogleEar出上にアー

カイプするシステムです。現在のパージョンには、会記録のうち、インドネシアにおける7ィールドノートのデー付鳴

4怖されています。

ユーザは、 C叩 ，gleE訂 thをズームイン／アウトしながら、 7ィールドノートの内容を術E量的／微視的に閲覧することが

できます。さらに、タイムスライダーを操作することによって、膨大な記録を跨系列で絞り込み、時空間における記録の

位置を知ることもできます。

また、 山田太造氏 （東京大学史斜編纂所）とのロラポレーションによって、テキストマイニング・ピジュアライゼーショ

ン機能も実装しました。さまざまな用語が含まれるフィールドノート記録を共起する頒度に応じて30種に分類し、色分け

して表示します。この機能によって、各地域における用語の使われ方の傾向＃九ひと目で犯線できるようになっています．

なお、手舎きの記録である7イールドノートには、詳細な緯度経度情報が付与されていません。従って、記録と当時の

地図とを見比ベながら、位置の推定を行う必要があ

ります。位慢の披定後は、緯度経度情報を含むテキ

ストデータを作成し、サーバにアップロードするだ

けで、ロンテンツを更新することができます。

このシステムは、フィールドノー トに含まれる

他の地域の記録はもちろ}v，他分野における地織

情報アーカイプにも応用可能と考えています．

地域研担当 ：柳濡猿之

首郡大担当 ：iii国百合奈 ｛憾士後期霞程2年）
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園田f寺院マッピングjhttp:/ /temple.『napping.jp/

f寺E定マッピング」は、東南アジアにおける寺院と僧偲の移動関係を拠覚化するプロジェタトであり、 KhongCh山nの

寺院データと、 2001王手昔、ら2010年の関にこれらに関わった鱒備のトラッキングデータを扱っています。今回は、寺院の情

報と僧侶の移動腹涯を表現するGoogleEar由インターフェイスと、データを追加・更新するためのシステムを創作しました．

Google Ear由インターフェイス上の寺院アイコンをクリックすると、寺院の拡大写真が表示されるとともに、その寺院

を訪れた僧侶の移動履涯をあらわすラインが、GoogleE紅白の三次元地形上に舗蘭幸弘実感をともなって表現されます．

さらにユーザの興味を~きつけるために、特定の僧侶の移動lli»tを年代別に表示するデモコYテンツも用意しています。
このシステムでは、寺院と僧備の情報が格納されたXML7.，イルを変換し、 GoogleE訂泊期のKMLファイルを生成

することができます。生成されたK肱 7ァイルをサーバにアップロードすれば．コンテンヴが更新されます．また、重量

frのコードをjavascriplに轡き加えるだけで、新たな地域のデータを追加することができます。

今後、KhongChaim以外のデータも縞織することで、地域ごとの寺院と僧侶の移動関係の比絞品可能になると考えています。

地主義研担当：林行夫

首都大担当 ：恵国漢書子 （博士後期接穂2年）

11112 rセンデロ・ルミノソ・マッピングjhttp://peru.mapping.jp/ 
fセンデロ・ Jレミノソ ・マッピングjは、ベルーで1980年に武装翻争を開始した反政府武装集問「センデロ ・Jレミノソj

の活動履歴を可視化するコンテン？です．この可視化コンテンツでは、活動のカテゴりー別に色分けした7イロンを、

Google E町出に跨空間マッピングしています．

ズームイン・7ウトやタイムスライダー操作によって、センデロ・ルミノソの活動の推移を傍隙することができます。

また、地形の強調暗表牙収能も備えており、山岳地帯における活動の実態をイメージしやす〈なっています．今後は、ジオ

ョーデイングの締度をi商め、台地図を重

層表示するなど、機能の向上をはかる予

定です．

地波研提当；村上勇介

首都大担当：i塵遁奏者車、高田百合奈（博

士後期課程2年｝、？草木佑

介・縁関信伍句事士前期援

護2年｝

11112その他の事例

渡港~徳研究室では、ソーシ守Jレメディ 711l来の災司事情報を活用した「台風 ＇） 7ルタイム ・ウォッチ守ー ｛http://

typhoon.mapping.jp/) Jゃ、東京オワンピック 1964年大会をテーマにした多元的デジ亨ル7ーカイプズ「東京支給アー

カイプ1964-2020{h股pゾ＇／1964.mapping.jp/)Jなどにも取り組んでいます．

（渡m英徳｝



共同利用・共同研究の現場か5 : 
地域研では、全国の共同利用・共問研究拠点として、圏内外の地授研究復関から諜訟の要請や助言を受けつつ、 2010～2015

年度の6年閣の予定で烈司研究を実施しています。 2014年度においては.4つのプロジェクトの下、総括FH3、複合共同研究9.

個別共同研究28‘総計40のユニットを配奮しています．各ユニットにおいては、限られた予箆の中‘科研等の告種フロジェク卜

とも逮携を図りつつ、多彩忽活動を展関しています．ここでは、幾つかのユニットをピックアップし、研究成果の一端を紹介します．

なぜ社会紛争が発生するのか？
メカニズムの解明と予防に向けた研究

－・m町
ロ『

ラテンアメリカ各国の役会においては、際局的・地域的な絡差や貧闘の問題が長期にわたって存在しています．そうし

た構造的な格差と貧闘の問題が、 1980年代から90年代までのネオリベラリズムの持代に増幅される現象が、各闘で綬察

されました。そうした状況を背景として、祉会般争がいずれの図でも地加する傾向があらわれています．聞によっては、

祉会紛争の増加が、ガパナピリティを大きくゆるがす焦眉の隷鑓となっています．

以上の問題関心にもとづき、複合研究ユニット「ポスト ・グローパルイ醐における岡家社会情係jでは、ラテンアメリ

カを主要なターゲットのーっとして捉えています。まず、ラテンアメリカにおける社会紛争の主要な事例 ｛ポリピア、コ

ロンピア、メキシコ、ベルーなど）を比較研究する作業を行い、社会紛争の原図と過程について総合的に分析しています。

そして、その知見を、地域研が進めている社会紛争のデータベースとマッピングシステムをもちいて綾悲しています。そ

して、その結果をもとに、社会紛争の克服のための提言や、社会紛争の予測・予防のためのシステムや社会制度への手が

かりを探究したいと考えています．

社会紛争のデータベースとマッピングシステム （本号34ページ参照）では、ベルーの事例を対象として豊富舗と情祭を

進めています。適正となっているデータは、同国の独立国家尊重関である人機略護局 （Oefensoriadel Pueblo）が2004年よ

り毎月刊行している社会前争報告です．このデータの最大の特徴は、紛争終結のデータが含まれていることと震えます。

通常、社会紛争の分析には、イベントデータと呼ばれる、訴倒を中心とする報道機関が報じたをt会紛争を集めたデータ

ペースが佼われます。データ入手の容易きやデータを長期開にわたって集められる点などから、イベントデータが用いら

れます。ただ、報道機関というフィルターを介するため、報道機関が

関心を寄せなかった総争 （例えば、地域的に限定された小さな紛争）

が書量れている可能性もあります。そして何よりも問題となるのは、 4骨
争が終結する過程について、報道機関が関心をむける例は、発生事例

に比べると、絡段に少なくなる点です。そのようなイベントデータと

比較すると、人織機護局のデータには、紛争が沈静化ないし終結する

過程についてもデータが含まれています。

この研究ユニットでは、そうした社会紛争データベースとそれに基

づいた社会溺争マッピングシステムを用いτ、社会紛争にかんする総

合的な分析を笑絡し、紛争発生の原因や背f告を探究した先行研究の蒋

検討を行っています。また、原因分析に〈わえ、社会紛争の沈緑化、

終結の過程についても分析し、社会紛争の克服に向けての提言、将来

における発生の予測や予防のためのシステムや社会制度について考察

することも試みたいと考えています。データをあらためて検延してみ

ると、働争が多発している地域と比較的紛争がすくない泡域があるこ

とが明らかとなってきています．そのような速いが生ずる原図は何か、

可能であれば、 7ィーJレド調査を実施し、現地の視点から考察を行っ

てい〈予定です。

（村上勇介）
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アンデ深夜砲におIt~渇参事蛤
《ザツカーポール~シンボルとする叡突の運鳴〉
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ベルーにおける森林の違法伐採と

事態改善に向けての活動
ノ

"-.J .. 園長’．

複合研究ユニット「地欄境とグローバル持続可齢への鱗Jでは、環境問という恥て重要な明暗向勺

緩んでいます。天然資源の乱闘を扱く大きな原因は、法的コンブライアンスの州、つまり、法制司眼科れれ、わ
R 叩｝！

点にあります。たとえ、各国政府地智天然資源の開発に関して法律を定めていたとしても、悪質な業者がそ民；無視してい

ては意味がありません。特に、象牙やサイの角、金やダイヤモンド、熱帯精といった資源について問題が発生しています．

この複合ユニットの傘下に位置Eする鍋別ユニット f熱帯森林利用のローカル・ffj守ナンスの可能性に関する地域問比較

研究Jでは、主としてエクアドル、ベルー、ボリピアのアマゾン地域における特集のtli的規制について前査を行っていま

す．このプロジェクトでは、 'lJ.'ll1年主り泡域研と提携関係にあるインドネシアの国際森林研究センター（CIFOR）と一

緒に活動を行っています。今年7月7～ロ自には、双方の研究者がインカ帝飼の首都であったクスョに集まり、ワーg

シヨヅプを関憶しました．

違法材とは、免許や許可の取得や森株管理計画の提出といった適切な手続きを縫ないままt僻され取引された材tのこ

とを指します。違法材は森椋を舷漉し、道総材の傾4告を不当に下げ、政府の続叙を減少させるだけでなく、跨には反政府

紙絡を利することにもなります。業者だけが問題なのではありません。鮪賂の見返りに脊類を偽造し、結果として進法材

の流通を助ける役人もいます。図書聖栓会では、こうした違法材の取引に対してより厳しい猪置を取ろうとする動きが出て

きています．例えば、アメリカの改Eレイシー法 （2航路年）やEUの「森林法の施行・ガパナンス・貿易（FLEGT）』に

関する7クション・プラン（2003年）が挙げられます。こうした拾霞により、ペルーのような熱帯雨緋を有する国家は、

大き者プレッシャーを受けるようになっています。

しかしながら、関外への大量鎗出を狙う大企業だけが違法伐採を行っているわけではありません．クスヲのワークショッ

プでは、大企業よりもむしろ、小規模業者によって伐採される違法材が多いという点が指摘きれました。これらの小規模

索者は、主として図内市場向けに森絡を伐採し、家具製品を生産しているのです．使われている埼嚇の大半は低品質であ

り、作られる製品も低・中所得者向けのものです。仮に小規模索者の鯛て則合法的に森赫側発を行いたいという意思があっ

たとしても、その大半は、大企業のように正規の手続きを経て伐採の許可を得畠だけの余裕がないというのが実情です。

残念ながら、ペルー政府は、こうした現実に対して適切な対策を打ち出すことができていません．

現在、今回のワークショップで得られた知見についてレポートを準備中ですが、そこでは、ベルー政府に対して集結す

べき政策と法改正についての提言も行う予定です。この研究ユニットとしては、ペルー政府との逮携も積極的に行い、事

態改善に向けて更に活動を進めていきたいと考えています。

｛ウイル・デ・ヨン｝

圏内湯質者向”のホ工務〈ベA戸〉、績修司置：Wa齢erCa同 l田FOR) inから禽本e~1i·，げる先住＆コミ2ニティの;t':,,Jド〈ベ属戸ト 掴膨者：g陪
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世界のジャスティス
4月田目、地地事JH：：て共同研究ワークショップjj!

有われました早 ？イトルは『世界のヲャスティス」。普副

革主いった二項対立を導く曲憧臨主しての DE韓』で

はなし他者との共存や闘相を嘩〈担智のメカζ ズム

ーそれがたとえ既存の師憧韓では不正義であったとし

てもーのiありょうを 『ジャスティスJt L.て、各報告

者の専門51-野からできるだけ具体的な謹歯を引き出し

てもらうlことがテーマでしたー

最初の平野（野元）葺佐報告では、アフリ：市町カlメ

}l,ーンの器市と島村を結んで維持されるl首長制社告が

歯じられ1 院町西芳書報告では、震.!.l.t桂のスマトラの

牡舎で見られた実蘭に対するとまrい在、その畏曲が

もたらす建躍的な意味が韓示されました早肢の王捕薗

報告は、北タイを生きる人々の育聖書する（葺昧しそ

うな！）禽文化が紹介され冒ぞれを軍軟に畳審したり

韓僻したりする人身の豊前希望をもって揺られたこと

が印象的でした。続く星川圭介報告では、タイ町供木

町際に人hが取り得るべき墨択肱をめぐる対立が、実

は『それぞれの科学」の対立であったことが歯じられ、

最桂の帯聾知可報告では、ウヌベキスタンの女性たち

叩ベールを対象と L、過去の写高などの祖盤貴軒を用

いてその費量が示されました，イスラム牝やナショナ

リズムなどt絡む現代的な現象としても興味樺い事冊
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これだけ的指材‘コメンテーターを聾めて盛り上が

らないわけはありません。謹歯は太いに白熱しまし土壇

企画者たちが用意し士‘ジ守束手イ λと11＼う冊恒躍を

めぐる調和町メ誠二1ムを考聾する左ぃ可方向を突き

暁って、最毒事的には普量的な正義町存在の帯無な巴

正韓そのものの槙；（，帆と、融jJにひきつけちれるよう

に議歯が温んでいきま Lた回他者との共存や調和町メ

カエズムを卦析するのは、やI・まり客観的な嵩量であ lり、

地域止の距離は遺〈盛じられます。むしろ地境研究者

は地培に分tt入っていく以上、自らの立ち位置も当師

岡；われるbけで、だからこそ、正義そのものり存在ゃ

あり方を問う在いうシンプル証書歯の方識に共有でき

る習室なトピックとしてあるのだと酪巳ましたE

このように、そのi揖でしか持られない謹歯車t生まれ

たことは、まさしくワークシ .';I'7プという場所にふさ

bしいものでした。筆者ら企画者による説明不足を超

えて、テーマの揮耐にまで届くような言葉をなんEか

して駒ごうとして下さった、尭表者‘コメンテーター

の方荷町おかtr・です，本当佐庫甜申 L上げます。また、

苦言加者の方々からも多く由貿曜が出たこと也、土産あ

りlがたく 、印象的でしたq 来年も必ず白熱したイベン

トとなるはずです。ぜひと期待下さい。

（在川 竜一）



・子供の頃の夢一一 『山倉りと本作りJ
谷川・研究とは少し異なる角度から質問を始めさせて下さい。

西さんの子供の頃の夢は何だったんですか．

酋・小学校の卒寮文集に f山の空気を活力に、ものを書く人

になりたいJって奮いた記憶があるんですよ．私の家族は

山畳りが好きで、山に連れていってもらうのが好きだった

のと、文章を書くのが面白いだろうなって患ってたからで

すけど．

谷川・日常的に何か書いていたんですか。

茜・それがまったくなくて．践むのはすごく好きでした．ル

パンの推理ものとか、大河ドラマで徳川家康をやっていた

ので山間在八の原作を全巻緩んだりとか．本を諌むたびに

世界観が変わっていくのがすごく楽しくて．

谷川・小学生で山岡在八を？しかも、世界観といったメタな

部分を楽しめたのはすごいですね。誰かの影響ですか。

酋・母が本好きでうちに本がたくさんあって、何でも読み放

題だったっていうのはあると患います．母は大学を出て、

ちょっと仕事をしていたけど、その頃はうちに入っていま

した．でも、はじめは祖母の影響ですね．祖母の話を聞く

のが大好きでした．祖母は曹干潟から東京に出てきて、関東

大震災のときに看痩舗をしてました．女も男も関係なく学

問を身につけさせたいって思いがすごく強くて、 4人の子

供をみんな大学に入れたんです．

谷llle関東大震災のMも直接聞いていたんですか？

酋・聞きました．子供の頃、一緒の布団に入りながら開いた

ような感じで．火事のなか大八車で救護活働が大変だった

とか、兄が迎えに来てくれて織しかったとかいう話くらい

ですけど。

谷川・それは子どもには、恐いMですね。 体験談Ii本以上に

引きこまれますしね。中学校に入ってからはいかがでした

か？

箇・もちろん本は好きで、河合隼雄とかを積んでたかな．意

醤の後ろにどんな物語が隠れているかとか．

・高校生一一時代の窓気lei『国際化j

谷川・中学生で河合隼維を？ じゃあ高校では何を読んでた

んですか。

西・本から世界に目例句くようになりました．当時は国際化

が一大ブームで、国際的な仕事がしたいなって．昭和が絡

わって、冷戦も終わって、世界が動いてるという意畿を持っ

て大学に進学しました．

谷)II・その頃は大学で間際関係諸ーなどがはやっていましたね．

茜・そうなんですけど、受験から解放されて、 1年生のとき

にワンゲルに入ったんです．うちにはまま山の襲備があるし、

山には小さいころから行ってるからある程度やってけるだ

ろうと思ったけど、もう大変で．体力はないし、男の子ばっ

かりだし．性格も何もかも変わったかな．何でもきちんと

折りたたんで片づけないといやでしょうがなかった性分

が、全然気にならなくなったりとか．

綱研究… wインタ…「



・インドネシアへ一一政変のさなかで暮らす

谷JII・インドネシ7とはどんな出会いを？

西・母の兄が1960年代にインドネシアに量生任して、イン

ドネシアの人と結婚してそ乙で家庭を作っていて、 一番身

近な外国がインドネシアだったんです．家にもインドネシ

アのお留があって、夜中に自が覚めると恐くてトイレにい

けなかった（笑｝．ぞれと、学年が上がっていってワンゲ

ルの遭営に悩んだ時期があって、その頃にインドネシアに

関する論文を諌んだら、いろんな民族の人たちがいて、い

ろいろ問題もあるけれどインドネシアっていう績をみんな

で掲げて何とかやっていこうと工夫してるという詣で、そ

ういうことを学びたいって怒ったんです．ところが、みん

な仲良く暮らしているはずのインドネシアで、アチエだけ

がいやだと言って武器を手に取って異議申し立てをしてい

た．アチzの人たちの気持ちが知りたいと思って文献を読

んだけれど、そういうのは現地で暮らしてみないとわから

ないよと先生方に言われたんです．それで96年頃、大学

院の博士課程のときにアチ工に行ったんです．

谷HI・現地の言葉は勉強していたんですか。

西・続むのだけ。言葉もよくできない状態でいきなり現地に

入っちゃったから、行って1年ぐらいはほうっとしてまし

た．毎日テレビを見て、ベJレばらとかをインドネシア認の

字幕つきで見るみたいな感じで、とにかくテレビをいっぱ

い見て言葉を覚えて、新聞を毎日諌んでって．現地に行け

ばいろんな人にイン9ビューできると怒ってたけど、そん

なに簡単に見つからない．対立の原因とか、普のことを聞

こうと思っても、みんなけっこう忘れちゃってるんですよ．

Ii畿の勇士たちもいいお年になっていましたし．そんなζ

んなで、とにかくよく遊びよく食べよく頃噂をしみたいな

感じで暮らしてるうちに 1998年のインドネシア政変に

なりました．アチ工の人たちも右往左往して、学生はこう

働者、議会の人はこう動き、独立を要求していた人たちは

外国から帰ってくるとかいうのを見ながら、会える人全部

にとにかく会って話を聞いてました．

にしよしみ．専門1：インドネシア地場研究、アチェ近現代史．東京大祭
文傘畿輯会主化商究科憎ま標寝耳隣位取樟轟期通事．海士｛学捕直京大学）．
岡助段、宜教大牢創IC助教事華麗て2011年4）！より現歳。主~竃積とし
て『興事担買で肉”を量り越える スマトラ島神地慣・埠誼とアチz紛争』
京都;t牢牢踊品販会、2014，手など．
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谷Jlle，それが何年ぐらいまでですか？

題・99年までいたかな．アチエでは分間量独立遭動がどんど

ん盛んになっていて、そのことを書いてほしいっていう依

頼が日本からたくさん来たんです．みんなが知りたがって

いるのは独立か続合かっていう結論だけど、それぞれの”

力が今まさにいろんな交渉をしてるわけで、それをどんな

枠組みで書けばいいのか悩みました．帰国するといろんな

人が醤を筒きに来てくれて、細かいことを知ってるから話

をすればなんとなく喜んでくれるけど、それではやはり論

文にはならなかった．今起こっていることを位置づけるに

はやっぱり経舗というか康史を知らなくちゃいけないし、

アチ工だけじゃなく東南アジアに関する論文をたくさん疎

もうって患って、アチ工のウォッチは続けながら、東南ア

ジア研究の轟礎的な論文を一生懸命読んでました．そこに

湾波が来たんです．

・漂渡一一地活研究者の情幸霊祭信

谷JII・2004年でしたっけ．

笛・ 12月です．津浪で綾子がガラッと変わりました．平和

構築や国際悔カの専門家以外の人たちがアチ工のことを知

りたがって、それにどう情報を発信すればいいのか毎日考

えました．浄波の前、問年代の友遣がアチ工に何人もでき

て、彼らは一生懸命にアチ工の対立を仲裁しようとして、

独立源ともインドネシア政府とも遣うアチ工を作りたいっ

てすごく頑穫っていたんです．イスラム寄宿訟の若手の指

導者とか、地方政府に入ろうとしてる優秀な若手とか．心

情的に彼らを後押ししたいっていうか、その活動をみんな

に紹介したいと思っていて、伝え方をいろいろ工夫しまし

た．

谷川・その成巣が2014年に出版された f災害復興で内織を

乗り結える』ですね。この本にヨEる経絡も教えてもらえま

せんか？

箇・津波が起乙った当初、みんなアチエの現地の情報を知ら

ないで支援に行くじゃないですか．でも、現地の情報を知っ

ていたら、きっと支援にもプラスになるって患って．研究

者個人はせいぜい身のまわり50メートルくらいしか手が

庖かないなかで、他に何かできることがないかなと考えな

がら、現地話の新聞記事を翻訳して紹介しました．そこか

ら災害対応の研究に大きく舵を切って、 9年間の記録をま

とめたのがその本です． ． 纂標tJ:i!慰霊一一地縫の知恵を汲み取る
谷川・僕はこの本を読んで、やや緩い言い方ですが、良い意

味でガイ ドブックにもなると思いました。

i!!i・ガイドとして読んでほしいっていう気持ちは確かにあっ

て、だからふつうの学傷害とちょっと遭うんです．デ一生

ベースっぽいというか、トピックごとにどこから議んでもい

いようにしてあります．震災以降にアチ工に関わる人が増え

て、アチ工と関わって断片的に患っていることがあると思う

けれど、その断片のまわりをもうちょっと広げてほしいなつ

で恩っτいました．だから、まず断片で引っかかつて、ぞれ

からほかの郎分も蔑んでくれたらって患っています。



谷Illeこの本で溺白い点はたくさんあって、たとえば「募棋

なき殿tillのところで、自の前にあるの措憾の遺体かわか

らなくても、それを最寄りの集問塩害事地に銀事事するという

行為をそれぞれの人がすれば、問じようにどこかで誰かが

自分の愛する人を製事事して〈れるはずだって書いてありま

した．西さんはそこから人関lこ対する信頼が生まれているっ

て読み解いていて、それがすごくいい。対比して思い浮か

ぶのは閏家に尽くした無名破士の基で、僕はああいうのは

「お前もこのように死ねJみたいに受けとっちゃう。墓標が

ないアチェの纂は、死に方じゃな〈て生き方を説く見方に

つながっていくように感じます。

酋・ァチ工の場合は、無名戦士の穫のようにも見えるけど、

どこに位鑓づItられているかが決定的に遣います。インド

ネシアという留のための後牲者としては扱われてなくて、

あえて言うならばアチ工という乙とになるんだろうけど、

でも fアチ工らしい量産飾Jのようなものはなくて、むしろ

人類社会に関いちゃってるところがあります．無名戦士の

aに似てるけど、帰属する先が限定されておらず、全世界

の濡波犠牲者の慰霊の場になり得る設定になっている．そ

こは大事なところだと患っています．

谷川l・自分も埋めたから誰かも埋めて〈れている、といった

想像は、自分と死者の肉に第三者を絡ませることで、死者’

を弔い生者をいたわる社会一一づまり公共性が立ち現れて

いるような気がしました。このインタピューで、子どもの

頃の夢からお話をうかがいましたが、こうしたいくつもの

世界や眼差しを往復する襲勢は、おばあちゃんとー錆の布

団でお話を開いているときから、震災前・後のアチェまで、

西さんが常に話をする人に寄り添ってきたからこそ、出て

来た見方のように感じます。

酋・ぞうかもしれませんし、地元の人たちが世界の情報をど

う受付止めて、自の前のことがらをどう処理してるのかを、

衰の顔や碩の顔やいろんな顔を見てきたからかなって患い

ます．テレビのニュースを完て感想を言ってるのを聞いた

り、お客さんがいる聞はこんなふうに話したけど卿ったら

こんなふうに言ってたとか、そういう 1つ 1つを晃てき

たことが大きいんだろうなって．

・メッセージーーもっと地鼠研究を
谷111•－方で、その見聞きしてきたお話をそのまま伝えるの

ではなく、何かしらの希望へと読み』換えていかれますよね？

酉・地域研究者は自分のことを研究対象に投影していると私

は思っています．私でいえば、アチ工のいいところもだめな

ところもけっこう自分と重なっているところがあって、だか

らアチエの人たちのことを意味があるように理解したいっ

ていうのは、歪らないところも含めて自分のあり方を救いた

いっていうところがあるんです．たとえば、アチ工は外から

文物とかJ!'J叡戸来ると見携なく鍾んじゃうと乙ろがあって、

独立だ民族紛争だって言えばみんなついて来ると思えば一

生懸命にそれをやっちゃうとか．それには著し調書しの両面が

あるけど、私自身にもそういう側頭があって、ほかのみんな

が厳目だっτ言っても、もしかしたらそとにとんでもない知

恵が穂れてるかもしれないっていう患いがあります．研究が

たにがわ りゅういち・車内U涯現代車重量．憲章大牢にて縛士号 （工学｝
叡樺昔、車京大君群生虚置構研究所を甚てお12年4月より麗属．主主置・と
しTIJ匝アジア遺湧代的都市と重量E：重量E・都市に蝿り込哀れた帝国・囚・
を士会J和国春樹ほか笛『岩茸講座軍アジア近現代通史剣道島アジア研
究の家庭と畢皐』岩雄書店、お1U与¢ど．

自分4識もね返ってくるっていうことは強く憲議しています．

乙の人たちのことをこう書いたら返す万で自分も同じ益準

で評価されるって．日本で暮らしているとアチ工とは全然関

係ないと患うかもしれないけど、いろいろな慶治を通じてア

チ工の人と自分たちの暮らしが影響を及ほしあってるとい

うこともあります．それに気づくと、もう他人ではいられな

いっていうか、ある憲章まで自分もアチ工に関して当事者だっ

ていう恩いが出てくるはずです．

谷川・興味は尽きませんが、今後どんな研究に取り組んでい

きたいかを教えてください。

酋・ァチエの人たちが経験したことや細かな知恵をいろんな

人に知ってもらえればと思うので、そういう研究をしてア

チ工の本が書けたらと思っています．近い詣で言えば、f災
害復興で肉殺を豊島り皇室えるjは「災害対応の地媛研究Jシ

リーズの第2巻ですけど、私は第4巻も鑓当しています．

第4巻は、自然災害だけでなく戦争や事件・事故も含めて、

20世紀の人類社会の営みを地域研究的な視点で捉えてき

た先生たちに奮いていただく予定です．

谷Jlf・それは楽しみですね。最後に蕊者にメッセージをお駁

いします。

酋・社会は、体制のなかでいろんな工夫をして、 辛酸をなめ

ながらも微湯量産する人たちがいるからうまくまわっていま

す．ぞれなのに大きな場を漉したら伺にもなりません．そ

れぞれがいろいろなものを捨ててきているので全員がハッ

ピーというわけではなく、自由でない，ffB分もあるけど、そ

れを補ってあまりある良い点があるからみんなでそれを選

んだはずです．それなのに、作ったときの苦労を忘れて、

自の前にある織なところは全部担座そうとするのはいかがか

と思います．苦労して自分の身を削りながら、ときに我慢

もしながら、なんとか場を維持して、だからといってその

せいで無理をして自分を殺してしまうところまではいかな

いようにしながら場を作る業しさや意礁を伝えていきたい

と患っています．

谷JII・今日はどうもありがとうございました。

一「JO



この1たびは、第6回京都大学たちば争責｛置秀女性冊

費者賞・研費者部門）を受賞し、大量うれしく党栄に存

じます。3JJ 3.目的ひなまつりl即日が檀冊の表彰式になっ

ていることを昔本韓長から闇い、女性をエンカレッジす

るための軒別即日が国立大学でも藍えられているこ とに

強い臨動を賞えました。今年は、冊宜者間円 と学生部門

それぞれ17名t12名の応募の中から、たちばな貴と奨

励賞も加わって、合計4人が表彰式仁畢加しましたEまた、

ワコールの協費をえて盲副賞をいただ〈ことができまし

たn ここに重るまで、府余曲揖のiなか研究を克えてくだ

さった士事恩師、先生方、珊揖仲間と家臨巨は盛甜町生

仁堪えません。本当にあ lりがとうごぎいました。

この受賞によって励まされたこ止は‘現在聴けている

研兜テーマ「アジア仁おける中園高デイアヌポラ~多元

帥共生空間町生成』が抽卦野からも膏曲E理解が帯られ

たということです，これまで白骨町出自に視什いた多文

化性に岡盟意摘をもって人罰宇‘地蟻研究を行ってきま

した志君、畳量的スピーチでは‘事昆という越境する人の

存在車膿は、同化や差別といった否定的四面だけではな

し異なるffl;撞に適応し自らの1文化を加工することで古

文化社会への多様性の開花とその維持に大きく貢献して

いる点を瞳間しました，また、たちばな賞をきっか吋に有

害民問題にふだんは聞心をもっていまい人びとに知的野

奇心のみまらずも日本を音めた身の困りの問題として富

識してもらうことの重要性に気づきました。自分自身的

研究を外聞からみつめ者おし、さらには他者へ宇聞をア

ウトリーチする方法について再考するきっかけに者りま

した早

また、畳賞｛：：同連して評曲をいただいたのは、地域研

究コンソーシアム QCAS）町社会連揮の一環として

剖12年から岡拍した 『女性地境研措者のライフーキャリ

アネットワーク」の活曲です。活動のきっかけは、大学

LL I＂＇＂＊－－ン トニューズレト Nc.115

’コ

での助散時代に2人町子どもを出直Ltょ艦融とその陸態

2子を産品育て·~がら研究生悟を捷けて喜たなかで自卦

自身が串じたこkや悩みをプライベートな次元で聞巴込

めず盲同じ艦闘をした先輩研費者と今接観たような晶臨

をすると，＇！.わ批る＊世 ftの萌究者も含めた女性同士の吏

置と惜報尭換を過して、ゆるやかなネットワークをつく

りたいと・＇－ったからです q これまで先輩女性研捷者の詰

を聞！（会や、子ども学や提育の専門家との匝語会、日本

学描聾興会特別研究員四D対欝金者どを聞躍してきま

したE また‘最近では地埠研究者の枠を越えて匡学や量

苧も見書など・他1t野の女性研尭者と吏わりをしています咽

骨野を冊bず、 7i-Aトゥ7エースの情報主主是をする

なかで‘研費や生梧の行き詰まり障を聾いのまかで解摘

したり、女性が直面しがち~困瞳を生きぬく知直や勇気

を与えられたりlしています，そもそも事加者はそれぞれ

専門分野とはかけ離れた活動をしているわけですが、女

性的ライフとキャリアという関心を蕗介にして置の聾点

をもっこEで、宜いに学時的な研究歯固を共有するきっ

かけをもつことができます，その結果1 話題は女性問置

に眠定きれず、社会の矛盾や階層、宗教握、欄神E学など、

予期し企いところでトピックが広げられつつあります，

こうした括闘を豊かに広げることができれば、文理融合

や学際珊究という置を掲げなくても、好奇心と問題章構

をもちょった女性や男性が宜いに切監事磨できる研究町

場、祉会話闘の場が自ずと生まれ、女性の1ライ7キキャ

リアといった阻定的な問題意酷を越えて人的関係のiみな

らず広い祖野も得る韓舎になるのではないでしょう地～

今桂は乙の受賞を励みとして、文化多様性としての移

民、越境問題について学問酌K精通するのみ辛らず恥女

性研尭者支握叩ネットワーク作りを男女掴宜の理解に

よって粘り強く展開したいと思います。

6因企ち医者質審慰謝四日平3月耳目型

車担太宰竃碍噛霊園企盤罰薗ホ－11,)

富司E陪右b!'.2番目



fl.が初めてカメラを手にしたのは17畿の時でした。日本人である観父がブラジルに移住し、初めて日本に製織りした

ときに買ったカメラ、キヤノンFXがそれです。私が貌元を厳れτ大学に入学した跨に母が渡してくれた患い幽の品でも

あります．残念ながら、このカメラは、私がウルグアイを旅行した際に訟まれてしまいましたが、それまでは織の良き棺

様であり、祖父の過去の旅について患いを馳せることもできまじた。

私の祖父、漆狗ヒサオは、 1936年、両親および6人の兄弟と共に鹿児島から「級世界jへと旅立ちました。18畿の時

です。ブラジルでは当初、農業に取り緩みましたが、その生活は過積であり、数年後には曾祖父が亡くなBます。曾祖母

は家族を連れてサン ・パウロに移り、「天国jという名の通りにあった小さな家で新しい生活と、同時に、小さなラジオ

工場を始めました。約4平方メートルしかないーつの篠麗が、後に

ブラジJレ初となるカーラジオ ・メーカーの発舗となりました。

最初は各戸を回って売り歩いていた家業は、 ωω年代に急速に成

長しました。ブラジル人の労働者たちは、ヒサオという名を発管す

ることが簸しかったので、 fカルロスjという名で視父を呼ぷtうに

なりました。ヒサオは口数が少なく、ボルトガJレJliも樽窓とは言え

なかったのですが、そうした点はビジネスの障害とはなりませんで

した。会社の成功により、視父は東京オリンピックの年、 19&1,If.に

日本を訪れることができました。

1995年に来日した私の姉は北海道大学薬学部を卒業しました．ヒ

サオの子供や孫のなかで、最初に日本語が流暢にしゃべれるように

なったのは彼女でした。サン ・パウロti!＇~で久しぶりに私たち家族

が再会したとき、姉が祖父に日本語でL.'I'ベりかけると、驚いた事に、

普段は泣く姿を見せたことのない彼が涙を流しました．

私自身は筑波年に来日しましたが、観父が生まれ育った日本で勉

強することは、私にとっては f新世界Jの発見でもありました。私は、

ブラジルで劇場の舞台デザインにも関わっていたことから、日本で

は人形浄扇璃の世界に総了されました。文楽座の公演に通ううちに、

三味線方である鶴湾熊三さん、その奏であり着物姿の索敵な切り絵

作家の杉江みどりさん、 I鈎4年に人間国家に認定された人形遣いの

大阪万歯博覧室（1970！事｝の僚に目畢人のマリアリジァ 音問主要助さんといった方々にもお目にかかること埠曾できました．

t栂母）とヒザオt揖父）;/J日本を首れた時の写真 吉岡主主助さんは

人形の繊細な動きに

よって気持ちゃ感情を表現されますが、そこには、口数の少なかった

観父の獲が重なって見えます．吉閉さんにお話しを伺っていると考え

てしまうのですが、カルロスと呼ばれたヒサオが日本にとどまってい

たら一体どんな人生を送っていたのでしょうか。

母が私に綬けてくれたカメラは、私にとっての旅立ちを象徴するお

となりましたが、当時は、その旅が何処に向かうかは全く懇｛量ができ

ませんでした．そして、私の日本への旅はまだ終わったとは言えない

のかもしれません。祖父から始まったブラジルへの旅に患いを犠せる

とき、入金航路の不思議きに改めて驚かされます．
人形遣いの吉田壇助氏t左｝と聾者（右｝

時拘置四 一 附I12 
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境と仏教実践申園， h ンマー壇械にお向上齢制臨時民鵬

t地域研究のフロンティア 3)
小島量輸署 （京都犬学学摘出血金、 2014年、 330頁）

本書t主、中固とミヤンマーの国境地域における高宏タイ葺の仏軍t実践を‘国車の地壇社会

や祖量生町政情描力との闇わりから明らかにした毘族誌曲研究です早瞳来のよ虚仏教提社会研

究が‘戒律を酷守するl出家者を宗教実践にとって不可主的存在Eしてきたのに討し、本暫で

は、在家者が中心となって世まれる多樟在主臨のあり方を描いていますロ本容町軒盤として

は、主に且下の2点が挙げられますq

まず、外国人仁よる潤査の囲躍な囲境地域的島村で畏期定着調査を実現したこt:.です，こ

れは、現地の諸機聞との聞に信頼関係を聾いてくださった宿先輩方の思車を畳けて可能と

なったものです早

改区、以上町畳間調査の接、調査村周週地埠で仏教関保US，施G:，：：：おける量的調査を行い、

地域情報学町手法を握用してデータを可視ft.した点です。その結果、上陸仏教捷祉企町他地

域との実証闘なit較研究や、国撞を越える寺院 ・曲家者ネァトワークの可担itii1実現しまし

た早これは科研 『大陸部東南アヲア仏教徒社会の時空間'7'7ピング ：寺院類型圃社会事跡 ・ネヲトワーキング」 ｛研究代

表者：柑行先・地墳研）や地域研叩地域槽報学プロジェクトによる成呆です回

さらに、 QR:::i-f,:"を利用して曲面費軒の一部を聞置可能にL‘文字で脅かれた毘旗誌L 現場の音キ酷きを缶える映

憎を qンクさせたことが挙げられますp この1民主主蕗のスタイル払まだ室融的な段階にありますが‘今韓、上座仏教徒祉

会の他地域でも動画費軒を蓄積していくことにより‘害救~障の中の音や勘きに聞する地境問比粧品可能忙なる と考えて

います。

少数民族教育と学 校選択 ベトナムー「昆臆j師伽刑判タスJ
II （地域研究の7ロンティア 4)
伊藤事帆曹 （京都大学学術幽臨合、3014年も 400頁）

私たちの暮らす世界は、さまぎまな見えない撞界によって区切られていますq 日常生活の

告かで、これらの境界町：帯主が意損されることはあまり多くはありません。者ぜ在らば、こ

れらの撞界とは、他者とのより良い間部を求めて、作られては吊えてい書、ときに宜いに量

なり合い告がら、組えず引き直されていくものだからですq ところが、在んらかの聾構仁よっ

て、この境界が韓極分配の超路として用いられるよう ι在った主き‘可喪的で状t~，助金境界

は固定枕されるととも仁、この埠揮をめぐって、さまぎまtr立場や状担に応巴た賛車種掃車

崎カ噛り広げられていきますり

本曹は、多民甚圏君臨ペトナムの現代史を、さまざまな主体仁よる、 『民族」をめぐるアイ

デンテイティ ・ポリティクスという臨立から読み解きます。脱植民地化の過程で、ベトナムは、

54の公定 I民族jという企酌なE卦を用いて、多捧在属性からなる入荷を動員していきまし

た。Eころが回開l年抗初頭以降、この「昆脹」を入学費桔とする I民族寄宿学技1が全国

各地仁盤輔される主、今度はこの学桂制度町通E世を担った各地方政府や、より良い教育櫨舎の嘩骨を夢見た人びとの倒か

ら、自らの貴顕JI碍の手監と して「民草jの境界を積極的巨利用する動きが生巴ていきました号本書では、沖vコて醍植民

地化の由理で「ベト十ム国民』への事加資格として作り上げられた「民甚jという揖界地tその挫の社会費化のをかで、

地方政府や地域社会K暮らすさま吉ま証人＃によって主体的に再解釈され、園家からの貴闘卦配を縛るための資額として

割問されるように在っていくプロセスを解き明治省していきますp

－／「］4.



・・・・am圃
「マンガミュージアムヘ行こう」
マンガミュージアムに行かれたことはありますか？ 日本にはマンずに関連した量生多くのミュージアムが存

在します。本曹は、日本はもちろん、世界の仕量的在マンガミユージアムの中から毘甜阻ど取 lり上げ、 Iマン

ガ町1仕組みを知る」「轄を豪Ltr」「作者を知る』「読む」 I買う」 『マンガの世界に入る」 I海外町マンずミュー

ジアム」 tいう7つの祖点で歯じたもlのです相

本舎の帯酷は‘マンガミヰーヲアムの，ffイドブックと Lτff!えるだけでな〈、マンf研究‘メディア研究、

建築学、博物菌学などり研究者地九先の融点から各ミユーヲアムを批評していることですp 檀製される大難曲

摂豪メディアとして‘義的に鑑賞する絵画藁帯として、あるいは読むこと

のできる物語文化として、はたまた現実と空盟が主錯するワンダーラン下

として‘マン'/If主多離な倒面を持っています。そんなマン、ずの1特性に応じ

てミユージアムも百花睡乱、個性畦立していますp しかもマンf家という

は、手概論虫以来、商い職能として一般的忙認められるlよ号 4主主りまし

たq そのため、マンガ車を輩出した地極紅とっては、マンガ筆は樟人とし

て罰彰しうる存在でもあります骨地域町マンガ家の顕彰薗としても‘マン

ガミュージアム4却替えており冒その1背景にはこうした理由もあるわけです悶

このように、マン'Ifミュージアムは、展示や所龍作誕生町仕方仁、品酷曲

に多様"i:ありょうを示すのであり、言ってみればポピュラー文化E地場が

宰輯する、地域研措の現場Eしても直立すると考えています。

本書呼研党は、地場研の共同利用r.共同研究プロデェタトにおける圃別

研究ユエット（仇ま：山中千恵 ・仁宮大学）の一理としてt過められて畠

ましたq 高桂生向けのジヰエア新暫左して出臨したことも、マンガ町明，a
を担う若い世代主主仁‘これからの地域仁おけるマンずミュージアムを考

えていきたいからでもありますc どうか‘ご一読下されば華いですー

（笹川竜一｝

可
地域研究コンソージアム （JCAS）年政集会のご案内

今年度、 地墳研究コンソーシ7ムりCA司は設立10周年の諦回を迎えま
したp この4月から連骨体副は欝6鋼lこ入札宮崎恒二会長［日本7 レーシ

ア学会）、宮原鴎彊堂書且長（大臣大学グローパルヨヲポレーションセぉター｝

のもとで話闘が展開されています伊2014年 8JJ車現在胃 97の組櫨が加盟Lて

いますq

JCAS の年次集会l土多様な地域研究極闘 ・組融~研究者の出会いの墳とも

なっています。今年は10月31日｛金j～u月1日｛士L 日本貿易担興暢

構アジア経済研究所｛千葉市美浜区）にて闘催されます界詑会E一般公開シ

ンポジウム「地域から研究する窟桑 園企業：フィ ーJI,, ドワークとデf~プリンj
の陪坤面、枕世代ヲークショップ「アフリカにおける開発を障害Jが宥われます閉

ま払離会で此第4園地略研究コンソーシアム賞（研究作品置冒豆電賞、

研究企画賞、杜会連措置）の審査結果が公表さh.授賞式が行われる予躍ですq

JCASでは可次世代主揖、共同企画碕究‘共同企画講義‘オンヂマ2〆i;・・セ

ミナー、学会連揖‘特定謹題研究などの公募プログヲAを展開L,:-i.,~ ます回

ぜひ血事をご横討〈ださい。

理 1固めベースでメールマずジンJCASNewsも配信Lていますn 地略研

昆岡達のイベント・l公募・出店鞠情報なr是いち早〈お届けしてh‘ますq 配

信申込みIむl i白血 四Eトjam.I曲j四 .jpへ本文なしの1ールをお量り〈世さ...q 

その他 JCASの括到の辞掴については、ぜひキームページ（ht切ゾlwww.
jcas.加／）をご覧4 ださ l.-•9

｛帯替知可）

葺柾写真1＝ついて

’圭t:の.Ii＇ζある平和祈宮公圏内
で（;J::，毎年6月23目白『製霊の

日J~じ沖縄全職没者追悼式が行われ
る，とめ公園に（;I:.沖縄戦などで亡

くなった人身的氏名を刻ん定平和の

砲、国立沖縄職没者基詣‘f中蝿県平

和祈志賀料誼がある”平和的意味、

そのありがたさを感じるためにも、

Zの公園を苗れてほしい里
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